
１２ 吹田市地域福祉計画推進モデル地区の取り組み 
 
該当施策  ５６）住民参加による地域福祉計画の進行管理 
        ５８）市の関係部署間の連携・協力 
        ５９）行政職員の意識向上と地域との連携 
        ６０）関係機関・団体等との連携 

 
地域福祉活動を行っている地区福祉委員会を対象としてモデル地区を設置し、地域福祉

計画推進委員会、社会福祉協議会と市が連携して、地域福祉の詳細な進捗状況の経年変化

を把握するとともに、行政サービスや諸制度及び住民の地域福祉活動によって、市民のくらし

がどのように変化したかを明らかにする。そして、他の地区福祉委員会にも紹介していくことで、

「すいた版・地域福祉」の推進と向上を目指す。 

平成１９年度（２００７年度）は千一地区、平成２０年度（２００８年度）はさらに佐竹台地区にモ

デル地区を設定した。 

 

千一地区における取り組み 

 

１．千一地区福祉委員会の現状と実践 

 

１）社会資源の調査 

千一地区がどのような地区であるか、またどのような社会資源（個人・団体、取り組まれて

いる活動内容、活動拠点など）があるかを、吹田市地域福祉計画推進委員会作業部会で

調査。 

 

２）住民のくらしの変化を図る指標の設定 

地域福祉委員会活動が千一地区の住民のくらしにどのような影響や変化をもたらしたか、

経年を追って見ていくため、くらしの変化を図る評価指標を作成。 

 

２．コミュニティマップの作成 

千一地区福祉委員会と地域福祉計画推進委員会作業部会員で千一地区における問題

や課題の改善について話し合い、高齢者向けのコミュニティマップの作成に取り組んだ。 

コミュニティマップには、地区福祉委員会が主体となって福祉課題の解決をめざしていく

小地域ネットワーク活動の事業内容や、集会所や公園などで行われている地域活動の情報

を掲載。平成２０年（２００８年）８月に６，０００部を発行し、千一地区内に全戸配布した。 

 

３．地域福祉活動への参加者の感想及び要望等に関するアンケートの実施 

地域福祉活動に参加されている方の感想や要望についての調査を行うことで、地域福祉

活動が今後発展していくために何が必要かを検討するため、千一地区福祉委員会の活動

についてアンケート調査を実施。 
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　取り組み内容

９月１２日（水） 地区福祉委員長会議にて依頼

１０月１６日（火）
千一地区福祉委員会をモデル地区として取り組んでいくため、千
一地区福祉委員長に依頼

１１月２７日（火） 千一地区の事前調査を実施

１２月１７日（月）
千一地区の事前調査を実施
（原町児童センター、千一地区高齢者いこいの間を訪問）

２月７日（木） 千一地区福祉マップ作成検討委員会

３月２８日（金） 千一地区福祉マップ作成について打ち合わせ

８月 「千一地区コミュニティマップ」を配布（６，０００部作成）

１月１３日（火）
「地域福祉活動への参加者の感想及び要望等に関するアンケー
ト」の実施について、千一地区福祉委員長に依頼

２月１１日（水・祝）
千一地区子育てサロンにて「地域福祉活動への参加者の感想及
び要望等に関するアンケート」を実施

２月１７日（火）から２８日（土）
３月３日（火）から７日（土）

千一地区ほっとサロンちさとにて「地域福祉活動への参加者の感
想及び要望等に関するアンケート」を実施

２月２５日（水）
千一地区いきいきサロンにて「地域福祉活動への参加者の感想及
び要望等に関するアンケート」を実施

２月
千一地区配食サービス利用者に「地域福祉活動への参加者の感
想及び要望等に関するアンケート」を実施

３月１１日（水）
千一地区子育てサロン及びいきいきサロンにて「地域福祉活動へ
の参加者の感想及び要望等に関するアンケート」を実施

３月
千一地区ふれあい昼食会案内時に「地域福祉活動への参加者の
感想及び要望等に関するアンケート」を実施

平
成
1
9
年
度

平
成
2
0
年
度

千一地区の取り組み経過

　月日
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佐竹台地区における取り組み 

 

１．佐竹台地区福祉委員会の現状と実践   

１）社会資源の調査 

佐竹台地区がどのような地区であるか、またどのような社会資源（個人・団体、取り組まれ

ている活動内容、活動拠点など）があるかを、吹田市地域福祉計画推進委員会作業部会で

調査 

２）住民のくらしの変化を図る指標の設定 

地域福祉委員会活動が佐竹台地区の住民のくらしにどのような影響や変化をもたらした

か、経年を追って見ていくため、くらしの変化を図る評価指標を作成。 

 

２．平成２０年度 集合住宅における要援護者見守りシステム構築事業 

社会福祉推進事業（国庫補助）を受けた大阪府社会福祉協議会からの委託で、吹田市社

会福祉協議会、佐竹台地区福祉委員会がモデル地区となり、集合住宅における要援護者見

守りシステム構築事業を行った。佐竹台地区の府営住宅、住宅供給公社にお住まいの方を対

象に「日常生活についてのアンケート」を行い、その調査結果に基づいて、見守りシステム構

築に向けての検討を進めている。 

「吹田市地域福祉計画推進モデル地区」としても、そのアンケート結果を佐竹台地区の実態

把握に役立てていく。 

 

　取り組み内容

７月７日（月）
平成２０年度（２００８年度）に新たに複数のモデル地区を設置する
ため、７月７日（月）開催の地区福祉委員長会にて依頼

９月１３日（土）
佐竹台地区福祉委員会をモデル地区として取り組んでいくため、
佐竹台地区福祉委員会に依頼

１０月
佐竹台地区にて「集合住宅における要援護者見守りシステム構築
事業開始

１月２８日（水） 佐竹台地区福祉委員会とモデル地区について打ち合わせ

３月２８日（土）
佐竹台地区の事前調査のため、佐竹台地区福祉委員会と作業部
会の懇談会を実施

　月日

平
成
2
0
年
度

佐竹台地区の取り組み経過

 

吹田市地域福祉計画推進モデル地区
平成18年度

（2006年度）
平成19年度

（2007年度）
平成20年度

（2008年度）

モデル地区 ー 千一地区福祉委員会
千一地区福祉委員会
佐竹台地区福祉委員会  
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